
20世 紀の情報が消 える日

本がボロボロになる

理工学部教授 宗 像 恵

ふん しょ

焚書u晩 年の始皇帝がある日いつ ものよう

に宮殿に坐 って一同の政治談 を聞いていた。す

るとオベッカを言 う者たちにまじって、儒教派

の学者が 「股周が栄 えつづけたのは封建制 をし

いて子弟を諸候 にし、本家分家のよしみで互い

に助けあえるようにしたからである。」と封建制
り し

復興論を説 きは じめた。これをきいた宰相李斯

は 「人民は農耕にいそしみ、知識のあるものは

法令を学んで罪 を避けねばならぬのに、なんじ
いにしえ

ら儒者たちは 『今を師 とせず古を慕い』民心 を

迷 わしている。詔令が下 ると、正面から反対せ

ず朝廷 を退 出してから思い思いの立場で批判す

る。 こういうことでは皇帝の威信が衰 うえ、や

がて私党がはびこることになる。」と進言 し、

「史料編纂所にある秦以外の六国の歴史記録い

っさい焼 き捨 てる。人民で詩書のような儒教や

諸子百家の思想 を書いた本 をもっているものは

郡守に提出 し焼 きすてる。法令 が下ってか ら30

日以内 に提出 しなかったものは入墨 し流罪」 と

提案 した。 これを始皇帝が採用するところとな

った。紀元前212年 のことである。 これが 「焚

書抗儒」の うちの 「焚書」である。紀元前の中

国の重要な多数の情報が消 えてしまったのであ

る。

ところで焚書ではないが、現在、世界の図書

館の中で1850年 以降に発行 された書籍がボロボ

ロになりつつあり、これに記録 された20世 紀の

膨大な情報が消滅 し、知的荒野になって しまう

恐れが出ている。1979年2月 に米国議会図書館

の蔵書1800万 冊の1/3が 劣化が激 しく、貸 し出

し不能 に近 いと報 じられた。 ヨーロ ッパで も

1000万 冊の本、30万 部の定期刊行物、1200万 枚

の切手、150万 部の楽譜や写真などの中で9万 冊

の本は、はなはだ しい崩壊状態で、67万 冊が一

度見たらボロボロになる状態で、 さらに66万冊

がそれに近いと報告されている。わが国の国会

図書館 も書籍380万 冊、定期刊行物 を含め2700万

部の蔵書を持っているが、崩壊が激 しく貸 し出

しを停止 して い る書物 が多 くあ り、 その大部 分

は19世 紀後 半の外国 から求 めた本で あ るらしい。

酸性 紙2)な ぜ19世 紀 後半 に作 られた紙 がボ

ロボ ロにな るの だろ うか。 その原 因 を要約 す る

と、1)紙 を構成 してい る原料 の違 い、2)保

存 されてい る環 境、3)製 造条件 、す なわ ちパ

ル プ化、漂 白法の違 い、前処理法 、酸性度 、添

加物 などが挙 げ られ るが、最 も影響 す る因子 は

紙 自身の酸性 度で あ る。

一般 に
、和紙 は1000年 、 洋紙 は100年 といわれ、

洋紙 は傷 み が速 いことが知 られてい る。 これは

洋紙 の製 法 が150年 程 前 を境 に して変 わ っ て き

たためで ある。 木材 が紙 の原 料 とな ることがわ

かったのは1840年 の 木パ ル プの発明 か らで あ る

が、 それ まで はポロ布 を原料 と し、 イ ンキ に じ

み止 めの薬品 にはゼ ラチ ンー にかわ系 に代 わる

薬品 としてす でに1807年 に発 明 されていた ロジ

ン(松 脂の一種)一 硫 酸 アル ミニウム〔Al2(SO4)3〕

系 の イ ンキ に じみ止 め(サ イ ジン グ)が 次 第 に

普及 し、1850年 以 後 の紙 はほ とん どこの方法 が

用 い られてい る。 ロ ジンは酸性 の条件 で紙 の繊

維 に定着 し、 それ を行 な うため には硫 酸 ア ル ミ

ニ ウム を加 えるの が今の ところ最 もよい方 法 な

ので ある。 しか し硫酸 ア ル ミニウムは空気 の湿

気 と反応 して硫 酸 〔H2SO4〕 を生 成するため紙

は酸性 になって しま う。

AI2(SO4)3十6H20→2Al(OH)3十3H2SO4

この硫 酸 が紙 をボ ロボロ にす る犯 人 なの であ る。

従 って紙の長期保 存 にはで きるだけ、低 温 、低

湿 の環 境 に置 くことが好 ま しい。逆 に乾燥 しす

ぎると紙 は裂 けやす くもろ くなるので、相対湿

度50～60%が 好 ま しい とい われてい る。

この よ うに洋 紙 が100年 しか もた ない とい う

理 由は、サ イ ジングによって紙 が酸性 にな り、

これが長い間 に紙 の繊維 を崩壊 させ てい るか ら

であ る。 これに比べて、 わが国の和紙 は、正倉

院 や冷 泉家の古 文書 などのよ うに、1000年 以 上

の ものが健 全 な形 で残 されてい る。 これは和紙
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の原料 は木材パ ル プで な く、 コウゾ、 ミツマ タ、
じん ひ

ガンピとい う靭皮繊維 であり、木材繊維 より細

くて長 く、結晶化度 が高 く、不純物が少 ない特

徴があり、またほとんどの和紙は中性からアル

カリ性であ り、種々の点で洋紙と異なっている。

紙の崩壊 を防 ぐ方法2・3)ボ ロボロになった

紙を元に戻 した り、1000年 ももつ紙 をつ くるに

はどうしたらよいのであろうか。一一つは現在す

でに酸性の紙で出来ている本や資料 を何 らかの

方法で中和することである。 これは、現在図書

館関係者の世界的課題 として研究が行なわれて

いる。米国議会図書館ではジエチル亜鉛 〔(Zn

C2H5)2〕 による気相処理法 を開発 している。

この方法は約1/40気 圧の減圧容器で本の湿気 を

とりジェチル亜鉛ガスを吹 き込むというもので

ある。ジエチル亜鉛は紙の中の硫酸と反応 し、

中性の硫酸亜鉛 とエタンを与 える。

Zn(C2H5)2十H2SO4→ZnSO4十2C2H6

さらにジエチル亜鉛はわずかな水分と反応 して

酸化亜鉛 〔ZnO〕 をつ くり、これが、"アルカリ

の蓄え"と なって、酸の作用を抑 える。

Zn(C2H5>2十H20→ZnO十2C2H6

液体 を使 う他の処理法に比べると、操作が簡単

で一度に多数の本を中性化(脱 酸)で きるが、

問題はジエチル亜鉛の性質にある。室温で液体

状態にあるジエチル亜鉛は空気に触れると激 し

く燃 え、水と反応 し爆発的 に分解する。米国議

会図書館は約20億 円をかけて大量脱酸装置を建

設することを決定 している。その予備試験 を、

NASAで 行 なっていたが、一昨年12月 、約12

のジエチル亜鉛が漏れてボヤを起こした。又昨

年2月 にはガス抜 きの過程で爆発をおこし、つ

いに解体することになった。 しかし、米国議会

図書館やNASAの 関係者は 「事故から多くを学

び、安全対策が進んだ」 として処理方法の変更

は考えていない。

真空容器の中に本 を入れ、アンモニアガスを

送 り込み長時間処理することにより、酸紙 を中

和する方法も検討 されている。

H2SO4十2NH3→(NH4)2SO4

カナダではこのためのパイロットプラントを設

計し検討 している。 どのよ うな方法で行なうに

しても、ばく大な量の蔵書 を脱酸処理するには

相当の予算と人手が必要 とされるだろ う。

中性紙への期待2)1000年 ももつ紙 をつ くる

には、当然実績のある和紙 を用いることが最適

である。 しかし、現在、和紙は洋紙の需要量に

応ずるだけの生産態勢は全くない。それならば
す

現在酸性 で抄 かれて いる洋紙 を中性法 に切 り換

え るしか方法 がな い。 そ こで最近 はイ ンキ に じ

み防止剤のロジンの代 わりに中性 で も効 果の ある

石油系劇 生サイジング剤が開発 され て使 用 され始

め てい る。 このよ うなことで、最近、炭酸 カル

シウム 〔CaCO3〕 を配 合 した中性紙 が世 界的 に

普及 し、特 に ヨーロ ッパで は良質の炭酸 カルシ

ウムが得 られ、4～6割 が中性化 されてい るよ

うだ。我 が国 で も4～5年 前 よ り中性 化 が進

み将来 かな りの比率 で中性紙 が市場 で普及 す る

もの と予想 されてい る。 しか し、 まだ まだ技術

的 には未解決 の 問題 が多 く残 されて いる。 今後

この方面 の研 究 が発展 し、現代 の知 的文化遺産

が1000年 も2000年 も後世 に伝 え られ るよ うな紙

の出現 を期待 したい。
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